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大地の芸術祭
アーティストと子どもたちが交流

フランス人、ジャン＝ミッシェル・アルベローラさん

のワークショップが４月21日Fに北越保育園で開かれ、

お絵描きを通じて子どもたちと交流を深めました。
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大地の芸術祭作品紹介 ── 3

有利な市の融資制度 ── 4～5

十日町まちづくりシンクタンクの
平成12年度事業計画 ── 7
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3 平成12年4月25日号 2

大地の芸術祭

越後妻有アートトリエンナーレ2000
会期：7月20日（海の日）～9月10日（日）の53日間

え ち ご つ ま り

作品の紹介 vol.7

磯
崎
さ
ん
の
作
品
は
、
大
井
田
城

址
と
川
西
町
に
あ
る
節
黒
城
跡
の
間

を
何
点
か
の
見
張
り
台
で
つ
な
ぎ
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
そ
の
見
張
り

台
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
中
継
し
な
が
ら

伝
言
ゲ
ー
ム
を
行
う
と
い
う
ソ
フ
ト

作
品
で
す
。

こ
の
伝
言
ゲ
ー
ム
に
は
、
大
井
田

城
址
の
地
元
、中
条
小
学
校
児
童
と
、

節
黒
城
跡
の
地
元
、
川
西
町
上
野
小

学
校
の
児
童
が
参
加
し
ま
す
。
作
家

と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
見
張

り
台
を
作
成
し
、
自
分
た
ち
で
伝
言

板
と
双
眼
鏡
を
使
い
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
合
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
ま
た
、
作

製
し
た
見
張
り
台
の
写
真
や
ゲ
ー
ム

を
行
っ
て
い
る
様
子
が
記
録
写
真
と

し
て
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
に

展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
作
品
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
携
帯
電
話
な
ど
の
情
報
化
時
代

に
お
い
て
、
か
つ
て
城
と
城
を
狼
煙
の
ろ
し

で
つ
な
い
だ
時
代
の
伝
達
方
法
を
現

代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
子
ど
も
た

ち
に
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

磯
崎
さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

イ
フ
テ
ィ
カ
ー
ル
さ
ん
と
エ
リ
ザ

ベ
ス
さ
ん
は
、
ご
夫
婦
で
の
参
加
で

す
。
二
人
の
作
品
は
、
十
日
町
特
産

の
き
も
の
の
図
柄
を
モ
チ
ー
フ
と
し

て
、
ペ
イ
ン
ト
さ
れ
た
パ
ネ
ル
に
多

色
多
彩
の
ラ
ン
プ
を
散
り
ば
め
て
、

そ
の
図
柄
を
美
し
く
表
現
し
た
作
品

と
な
り
ま
す
。

作
品
は
約
２
ｍ
×
１
ｍ
の
大
き
さ

で
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
の
正

面
に
３
点
（
予
定
）
が
設
置
さ
れ
、

昼
と
夜
で
違
っ
た
雰
囲
気
を
か
も
し

出
し
、
期
間
中
来
訪
者
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
作
品
に
は
、
大
地
の
芸
術
祭

に
、
ぜ
ひ
パ
キ
ス
タ
ン
、
ア
メ
リ
カ
、

日
本
の
文
化
と
技
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て

み
た
い
と
い
う
作
者
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
（
十
日
町
シ
ル
ク
跡
地
）
に

設
置
さ
れ
る
作
品
を
２
つ
紹
介
し
ま
す
。
一
つ
は
、
大
地
の
芸
術
祭
前

に
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
を
写
真
に
記
録

し
、
期
間
中
に
展
示
す
る
磯
崎
道
佳
さ
ん
の
作
品
。
も
う
一
つ
は
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
の
壁
面
に
設
置
さ
れ
る
イ
フ
テ
ィ
カ
ー
ル
＆
エ

リ
ザ
ベ
ス
・
ダ
デ
ィ
さ
ん
の
作
品
で
す
。
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磯崎道佳氏経歴

1959茨城県生まれ。

1986多摩美術大学大

学院修了。1997ＳＵ

ＰＥＲ ＢＯＤＹ展出

展。1998ギャラリー

日鋼個展出展。

イフティカール・ダディ氏経歴
パキスタン国籍、1998コーネル大学博

士課程修了。

トリエンナーレセンターに設置される作品の紹介

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整

備
事
業
は
、
十
日
町
地
域
広
域
圏

（
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、

中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
）
と

新
潟
県
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
取

り
組
む
地
域
活
性
化
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
「
越
後
妻
有
８
万

人
の
ス
テ
キ
発
見
」「
花
の
道
」「
大

地
の
芸
術
祭
」
と
交
流
と
賑
わ
い
の

拠
点
と
な
る
「
ス
テ
ー
ジ
整
備
」
の

４
つ
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

４
つ
の
事
業
を
一
体
的
に
推
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
芸
術
文
化
の
香

り
あ
ふ
れ
る
「
美
し
い
越
後
妻
有
の

里
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

越
後
妻
有
が
持
っ
て
い
る
た
く
さ

ん
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
た
め
の
写

真
と
言
葉
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
平
成
10

年
８
月
〜
11
年
７
月
に
行
い
ま
し

た
。
地
域
内
外
か
ら
３
１
１
４
点
の

応
募
を
い
た
だ
き
、
「
ス
テ
キ
マ
ッ

プ
」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
越
後
妻
有
全
体

に
広
め
、
６
市
町
村
を
つ
な
ぐ
幹
線

道
路
を
、
美
し
い
「
花
の
道
」
と
し

て
飾
り
た
て
て
い
く
計
画
で
す
。

専
門
家
が「
花
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
し
て
加
わ
り
、
新
品
種
の
導
入
に

よ
る
モ
デ
ル
事
業
な
ど
、
花
を
通
し

た
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

６
市
町
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ
長
い
歴

史
の
中
で
蓄
え
て
き
た
、
独
自
の
財

産
を
土
台
と
し
て
、
交
流
拠
点
と
な

る
「
自
然
体
験
型
ふ
れ
あ
い
文
化
施

設
」
を
整
備
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、「
市
、
新
田
園
都
市
、

縄
文
、
水
、
農
耕
文
化
、
森
」
を
大

き
な
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
が
、
情

報
発
信
を
含
め
て
、
広
域
連
携
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
施
設
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

里
創
プ
ラ
ン
の
メ
イ
ン
事
業
で
、

住
民
と
世
界
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
い

っ
し
ょ
に
つ
く
り
上
げ
る
、
３
年
に

１
度
の
壮
大
な
お
祭
り
で
す
。
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
「
３
年
に
１

回
開
催
さ
れ
る
野
外
芸
術
の
祭
典
」

と
い
う
意
味
で
、
西
暦
２
０
０
０
年

を
記
念
す
べ
き
第
１
回
と
し
て
、
７

月
20
日
か
ら
９
月
10
日
ま
で
の
53
日

間
に
わ
た
り
、
越
後
妻
有
全
域
７
６

２
平
方
㎞
を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。

大
地
の
芸
術
祭
の
大
き
な
目
的

は
、
ア
ー
ト
の
鑑
賞
と
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
の
展
開
に
よ
っ
て
、
越
後

妻
有
に
多
く
の
人
々
を
引
き
つ
け
、

こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の

魅
力
を
広
く
発
信
し
て
い
く
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
来
客
数

の
想
定
を
20
万
人
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
人
数
（
１

４
２
人
）
と
質
、
出
身
国
（
世
界

32
か
国
）
の
多
様
さ
で
は
、
世
界

で
も
屈
指
の
祭
典
で
す
。

■
場
所
の
広
さ
、
野
外
で
展
開
さ
れ

る
こ
と
、
中
山
間
地
で
行
わ
れ
る

こ
と
は
世
界
で
初
め
て
で
す
。

■
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
地
域
に
関
わ

り
、
場
所
に
根
ざ
し
た
作
品
を
制

作
す
る
こ
と
で
す
。

■
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
地
域
住
民
が
協

働
で
作
品
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

越
後
妻
有
８
万
人
の

ス
テ
キ
発
見

花
　
の
　
道

ス
テ
ー
ジ
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備

大
地
の
芸
術
祭

大
地
の
芸
術
祭
・
越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
０
０

４
つ
の
特
色

こへび隊からのメッセージ
大地の芸術祭ボランティア

グループ「こへび隊」です。

５月３日の「きものまつり」

にこへび隊も着物を着て参加

します。本町４丁目の歩行者

天国にて、地元のボランティ

アといっしょに「大地の芸術

祭」のＰＲをしていますので、

ぜひお立ち寄りください。

問
い
合
わ
せ
＝
十
日
町
地
域
広
域

事
務
組
合
・
事
務
局
企
画
振
興
課

（
1
57
ー
２
６
３
７
）
へ
。
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アメリカ国籍、1985サンフランシス

コ・アート・インスティテュート学士課

程修了。ご夫婦での作品1998サンパウ

ロ・ビエンナーレ出展。1999福岡アー

トトリエンナーレ出展

エリザベス・ダディ氏経歴
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このコーナーは、まちの話題や活動な

どを紹介しています。情報がありました

ら、企画人事課広報広聴係（157─3111

内線213）へ、お気軽にお寄せください。

トピックス
TOPICS

ん
か
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
、
市
内

を
は
じ
め
青
森
や
愛
知
な
ど
全
国
の

き
も
の
愛
好
家
２
５
６
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
意
見

は
、
参
加
企
業
に
情
報
還
元
さ
れ
、

今
後
の
商
品
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
期
間
後

半
の
一
般
公
開
に
は
、
２
、
１
０
６

人
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
主
催

に
よ
る
「
十
日
町
き
も
の
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
０
」
が
全
国
の
卸
商
社
・
小

売
店
を
審
査
員
に
迎
え
、
４
月
11
日

c
〜
16
日
a
ま
で
ク
ロ
ス
10
で
開
か

れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
名
称
を
従
来
の
総
合
求

評
会
か
ら
改
め
る
と
と
も
に
、
既
成

の
分
野
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
フ
リ
ー

部
門
」
や
「
ユ
ー
ザ
ー
賞
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

「
生
活
者
を
新
た
な
価
値
づ
く
り

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
置
づ
け

る
」
と
い
う
理
念
で
設
け
ら
れ
た
ユ

ー
ザ
ー
審
査
に
は
、
「
着
た
い
き
も

の
好
き
な
き
も
の
を
選
ん
で
み
ま
せ

通産大臣賞に輝いた
!滝泰の振袖「ふりおぼろ」

十日町きものフェスタ2000
～㈱滝泰の振袖「ふりおぼろ」が

通産大臣賞に輝く～

４
月
11
日
c
午
後
４
時
こ
ろ
、
猿
倉
地

内
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
主
要
地
方
道

十
日
町
六
日
町
線
は
土
砂
で
ふ
さ
が
れ
、

通
行
不
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
物
置

１
階
部
分
に
土
砂
が
流
れ
込
み
、
流
れ
出

し
た
土
砂
は
道
路
を
横
断
し
、
田
川
ま
で

の
約
50
ｍ
を
埋
め
ま
し
た
。
こ
の
災
害
で

猿
倉
の
一
部
と
菅
沼
、
津
池
、
大
池
、
赤

倉
の
５
地
区
に
大
き
な
影
響
が
で
ま
し
た
。

県
十
日
町
土
木
事
務
所
で
は
懸
命
の
撤

去
作
業
を
行
い
、
16
日
a
午
後
６
時
30
分

か
ら
時
間
設
定
で
一
般
車
両
の
通
行
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
期
間
閉
鎖

さ
れ
て
い
た
県
道
新
座
八
箇
線
の
菅
沼
〜

落
之
水
間
は
、
20
日
e
午
後
３
時
か
ら
大

型
車
を
除
き
通
行
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

猿倉地内で土砂崩れ
～ ５集落37世帯に大きな影響 ～

情報公開及び個人情報
保護制度の実施状況の公表

注１）一件の請求に複数の文書があったため、請求　

件数と決定件数は一致しません。注２）非公開決定　

の理由は法人等の事業活動情報によるものです。

■不服申立て及び個人情報保護制度の請求状況＝０件

■問合せ＝情報公開および個人情報保護制度に関する

ことは　総務課文書統計係（内線224）へ。

平成11年10月1日から12年3月31日までの情報公開

及び個人情報保護制度の実施状況をお知らせします。

■情報公開の請求件数と決定状況

実 施 機 関 

税　  務　  課 

建　  設　  課 

リゾート推進室 

水　　道　　局 

合　　　　　計 

市
長
部
局 

１ 

１ 

１ 

１ 

４ 

１ 

１ 

 

１ 

３ 

１ 

 

１ 

１ 

 

１ 

公開 非公開 不存在 

決　定　状　況 請求 
件数 

越
後
交
通
㈱
で
は
、
４
月
17
日
の

バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、
ジ
ャ

ス
コ
前
や
十
日
町
病
院
前
を
経
由
す

る
路
線
を
設
け
ま
し
た
。
こ
の
改
正

は
市
民
要
望
の
声
を
受
け
て
実
現
さ

れ
た
も
の
で
す
。

●
ジ
ャ
ス
コ
前
に
停
車
す
る
路
線

十
日
町
│
川
西
│
小
千
谷
線
の
う

ち
、
小
千
谷
行
き
４
本
と
十
日
町
行

き
３
本
を
、
従
来
の
十
日
町
橋
経
由

か
ら
ジ
ャ
ス
コ
前
〜
妻
有
大
橋
経
由

に
変
更
し
ま
し
た
。

●
十
日
町
病
院
前
に
停
車
す
る
路
線

津
南
│
中
里
│
十
日
町
線
の
う

ち
、山
本
〜
本
町
３
丁
目
の
区
間
を
、

従
来
の
本
町
１
・
２
丁
目
経
由
か
ら

市
役
所
前
〜
十
日
町
病
院
前
〜
コ
モ

通
り
経
由
と
し
ま
し
た
。

※
こ
れ
に
よ
り
今
ま
で
の
停
留
所
に

は
止
ま
ら
な
い
時
間
帯
・
曜
日
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
運
行
時
刻
な
ど
詳
し
く
は
越
後
交

通
㈱
十
日
町
営
業
所
（
1
57
ー
２
１

０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

路
線
バ
ス
の
運
行
を
一
部
変
更

ジ
ャ
ス
コ
線
・
十
日
町
病
院
線
を
新
設

里
創
プ
ラ
ン
十
日
町
ス
テ
ー
ジ

（
ク
ロ
ス
10
周
辺
に
整
備
す
る
産

業
・
交
流
拠
点
施
設
）
は
、
今
年
度

実
施
設
計
に
入
り
、
平
成
13
〜
14
年

度
の
２
か
年
で
整
備
す
る
予
定
で
す
。

シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
は
、
11
年
度
の

事
業
設
計
に
係
わ
る
検
討
に
引
き
続

き
、
本
年
度
も
関
係
団
体
や
行
政
と

連
携
し
な
が
ら
、
里
創
プ
ラ
ン
十
日

町
ス
テ
ー
ジ
の
具
体
的
な
事
業
展

開
、
運
営
母
体
の
あ
り
か
た
、
収
支

の
見
込
み
、
商
店
街
や
既
存
公
共
施

設
と
の
連
携
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

市
で
は
今
年
、
中
心
商
店
街
の
活

性
化
の
指
針
と
な
る
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
策
定
に
取
り
組
み
ま

す
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
シ
ン
ク
タ

ン
ク
で
は
策
定
に
向
け
て
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
を
市
か
ら
受
託
す
る

予
定
で
す
。
今
年
12
月
末
を
目
処
に

商
工
会
議
所
・
商
店
街
等
の
方
々
と

連
携
し
な
が
ら
実
現
性
が
高
く
夢
の

あ
る
活
性
化
計
画
の
策
定
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
策
定
と
並
行
し
て
、
里
創
プ

ラ
ン
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
と
中
心
商
店

街
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討

を
進
め
ま
す
。

地
域
内
農
産
品
の
開
発
育
成
、
雇

用
創
出
の
た
め
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
農
業
・
食
料
産
業
の
近
代
化
事

業
を
Ｊ
Ａ
十
日
町
と
一
体
に
な
っ
て

進
め
ま
す
。

昨
年
度
は
近
代
化
計
画
の
１
次
・

２
次
提
言
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
今

年
度
は
そ
れ
ら
提
言
を
踏
ま
え
て
実

施
テ
ー
マ
、
実
施
方
法
等
に
踏
み
込

み
近
代
化
計
画
実
現
に
向
け
て
の
共

同
作
業
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、

織
物
産
業
に
つ
い
て
も
「
き
も
の
の

流
通
改
善
」「
十
日
町
市
の
技
術
を
生

か
し
た
新
産
業
の
芽
づ
く
り
」
な
ど

に
つ
い
て
、
昨
年
度
組
織
し
た
織
物

組
合
青
年
部
有
志
の
会
や
織
物
組
合

に
設
置
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
特
別
委

員
会
等
と
一
緒
に
研
究
を
進
め
ま
す
。

12
年
度
予
算
の
総
額
は
２
、
７
２

２
万
円
で
す
。
収
入
は
シ
ン
ク
タ
ン

ク
を
構
成
す
る
行
政
お
よ
び
経
済
４

団
体（
十
日
町
商
工
会
議
所
、十
日
町

織
物
工
業
協
同
組
合
、Ｊ
Ａ
十
日
町
、

新
潟
県
建
設
業
協
会
十
日
町
支
部
）

か
ら
負
担
金
と
し
て
合
わ
せ
て
１
、

７
０
０
万
円
。
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
策
定
委
託
料
と
し
て
行
政

か
ら
７
３
５
万
円
。
繰
越
金
そ
の
他

で
２
８
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
は
里
創
プ
ラ
ン
十
日
町
ス
テ

ー
ジ
対
策
費
、
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
策
定
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

費
、
新
製
品
新
事
業
開
発
費
な
ど
の

事
業
費
と
し
て
４
７
９
万
円
。
人
件

費
、
会
議
費
な
ど
事
業
推
進
に
係
る

経
常
経
費
に
１
、
４
８
２
万
円
。
賃

借
料
、
光
熱
水
費
な
ど
維
持
管
理
経

費
に
７
６
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
策
定
に
関
わ
り
ま
す

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
は

実
施
設
計
に
入
り
ま
す

産
業
関
係
の
企
画
事
業

を
進
め
ま
す

予
算
は
２
千
７
百
万
円

■
問
合
せ
＝
十
日
町
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
1
50
│
１
４

３
１
）
へ
。

十
日
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク

市
民
と
経
済
団
体
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
全
体
の
活
性
化
を
進

め
る
「
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
の
事
業
計
画
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成12年度

事
　
業
　
計
　
画

４
月
18
日
c
、
第
10
回
目
と
な
る
「
転

入
者
･
新
採
用
者
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
つ
ど

い
」
が
ク
ロ
ス
10
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今

春
よ
り
市
内
で
働
き
始
め
た
皆
さ
ん
に
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
お
知
ら
せ
し
た
り
、
交

流
の
輪
を
広
げ
て
も
ら
い
、
一
日
も
早
く

十
日
町
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

当
日
は
、
ス
ー
ツ
姿
の
若
者
、
地
元
の

皆
さ
ん
、
大
好
き
十
日
町
会
会
員
な
ど
約

２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

市
長
か
ら
「
雪
と
き
も
の
と
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
町
へ
よ
う
こ
そ
」
の
言
葉
に
続
き
、

懇
談
会
に
は
い
り
、
同
期
入
社
の
知
人
、

地
元
の
皆
さ
ん
と
歓
談
。「
十
日
町
小
唄
」

を
踊
っ
て
こ
の
つ
ど
い
を
満
喫
し
ま
し
た
。

転入者のつどいに200人が参加
～ ようこそ十日町市へ ～
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総
合
体
育
館
や
陸
上
競
技
場
等
を

団
体
や
部
活
で
専
用
使
用
す
る
場
合

の
予
約
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

【
一
般
利
用
者
の
場
合
】

◆
翌
月
分
の
受
付
を
毎
月
10
日
午
前
　

10
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

◆
１
回
に
予
約
で
き
る
日
数
（
回
数
）

は
４
回
ま
で
で
す
。

【
部
活
動
の
場
合
】
※
練
習
試
合
含
む

◆
翌
月
分
の
受
付
を
毎
月
13
日
か
ら
　

開
始
し
ま
す
。

◆
予
約
で
き
る
日
数
（
回
数
）
の
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
受
付
方
法
＝
総
合
体
育
館
窓
口
ま
　

た
は
電
話
（
1
52
│
４
３
７
７
）

■
注
意
＝
予
約
後
は
速
や
か
に
申
請
　

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館
へ
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
で
い
い
汗

流
し
て
健
康
で
長
い
人
生
を
！
■
日

時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
■
場
所
＝
市
民
体
育
館
■

申
込
み
・
問
合
せ
＝
金
子
又
市
（
1

57
│
２
４
１
２
）
へ
。

初
心
者
の
た
め
の
講
習
■
日
時
＝

５
月
13
日
20
日
27
日
６
月
３
日
10
日

の
各
土
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

30
分
■
会
場
＝
総
合
体
育
館
■
定

員
＝
一
般
40
人
■
参
加
料
＝
３
千
円

■
申
込
み
＝
５
月
１
日
b
〜
８
日
b

ま
で
に
市
テ
ニ
ス
協
会
・
堀
（
1
55

│
２
３
８
５
）
へ
。

一
般
が
対
象
の
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
の
指
導
会
■
日
時
＝
５
月
〜

10
月
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
30
分

〜
９
時
30
分
■
会
場
＝
サ
ン
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
■
参
加
料
＝
一
般
５
百

円
・
会
員
無
料
■
申
込
み
＝
市
テ
ニ

ス
協
会
・
堀（
1
55
│
２
３
８
５
）へ
。

ほ
く
ほ
く
線
や
沿
線
の
楽
し
い
情
報
満
載
で
す
。
▼
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝

h
ttp
://w

w
w
.h
o
k
u
h
o
k
u
.c
o
.jp

▼
内
容
＝
ほ
く
ほ
く
線
情
報
、
イ
ベ

ン
ト
情
報
、
沿
線
マ
ッ
プ
、
会
社
・
駅
舎
紹
介
、
お
便
り
コ
ー
ナ
ー
（
メ

ー
ル
サ
ー
ビ
ス
）、
車
両
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
・
ほ
く
ほ
く
線
カ
レ
ン
ダ

ー
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
）
ほ
か

〈
地
中
海
映
画
祭
〉
▼
５
月
26
日
f
〜
28
日
a
▼
高
田
中
劇
会
館
▼
高

田
駅
か
ら
徒
歩
８
分
▼
上
越
初
の
映
画
祭
を
開
催
。
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ

ャ
な
ど
日
本
未
公
開
作
品
も
多
数
上
映
▼
１
回
券
前
売
８
百
円
・
当
日
券

千
円
、
期
間
中
フ
リ
ー
券
２
千
円
（
前
売
の
み
）
▼
地
中
海
映
画
祭
実
行

委
員
会
（
1
０
２
５
５
│
26
│
５
４
４
６
）
へ
。

〈
春
の
創
作
料
理
と
ジ
ャ
ズ
の
夕
べ
（
要
予
約
）〉
▼
５
月
21
日
a
午
後

５
時
〜
９
時
▼
湯
沢
中
央
公
園
（
雨
天：

ア
リ
ー
ナ
）
▼
越
後
湯
沢
駅
か

ら
徒
歩
15
分
▼
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
新
緑
の
下
、
料
理
と
ジ
ャ
ズ
（
辛

島
文
雄
カ
ル
テ
ッ
ト
）
を
楽
し
む
夕
べ
。
▼
５
百
人
限
定
。
デ
ィ
ナ
ー
・

コ
ン
サ
ー
ト
プ
ラ
ン
一
人
６
千
円
（
税
込
）、
デ
ィ
ナ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

宿
泊
プ
ラ
ン
（
税
別
・
朝
食
付
）
一
人
９
千
８
百
円
か
ら
▼
湯
沢
温
泉
総

合
案
内
所
（
1
０
２
５
７
│
85
│
５
３
５
３
）
へ
。

マイレールほくほく線

ゴ
ー
ゴ
ー

ほ
く
ほ
く
線

5
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

97

チャイルドシートやシートベルトを
必ず着用しましょう。

４月１日から、６歳未満の幼児を自動車
に乗車させるときは、チャイルドシートを
着用させる義務が運転者に課せられていま
す。（罰則、反則金はありませんが、反則
点１点になります。）チャイルドシートや
シートベルトは、万一の事故のとき、衝撃
から体を守ってくれる大切なものです。必
ず着用しましょう。

5月の交通安全キャンペーン

着用しない怖さを知ろう
■抱っこでは支えきれません
時速40キロで衝突した場合、その衝撃力

は体重の30倍に相当します。あなたは子供
の30倍の重さを腕だけで支えられますか。

■「おんぶ」なんてもってのほか
子供をおんぶしたまま車に乗っているお

母さんを見かけますが、これはいけません。
運転しにくいため、大事故につながる危険
性があります。

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

12年 32(71） 40(88） 0（0） 106(215）

11年 15(46） 20(63） 0（0） 57（203）

３月の交通事故発生状況　　　（ ）内は1月からの累計昨
年
６
月
、
39
年
間
勤
め
た
会
社
に
別
れ
を

告
げ
、
勤
め
と
い
う
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
て
ホ

ッ
と
し
、
あ
と
は
ゆ
っ
く
り
と
生
活
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
当
然
我
が
故
郷
十
日
町
へ
の

行
き
来
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

１
月
帰
省
の
お
り
、
知
人
と
の
雑
談
の
中
で

雪
ま
つ
り
の
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
知

人
は
「
今
年
は
雪
が
少
な
く
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

た
が
、
何
と
か
開
催
が
決
ま
っ
た
。
だ
ど
も
少

雪
な
の
で
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
使
わ
せ
て
も

ら
え
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

幼
児
か
ら
年
寄
り
ま
で
が
遊
び
憩
い
、
冬
は

降
雪
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
雪
ま
つ
り
の
メ
イ

ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
ま
た
市
民
参
加
の
各
行

事
に
利
用
で
き
る
場
所
を
…
…
…
と
言
え
ば
、

市
の
ほ
ぼ
中
心
で
あ
る
高
校
の
敷
地
が
最
適
で

す
。
こ
の
高
校
の
全
敷
地
を
市
有
地
に
し
て
、

高
校
は
も
っ
と
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
と
れ
る
よ

う
な
、
環
境
の
よ
い
場
所
に
移
築
で
き
る
よ
う

な
代
替
地
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
知
人
の
話
を
聞

き
な
が
ら
こ
ん
な
こ
と
を
思
い
ま
し
た
。

21
世
紀
を
見
つ
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
一
つ
と
し
て
「
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
計
画
」
を

推
進
す
れ
ば
、春
だ
け
で
な
く
厳
し
い
冬
で
も
、

緑
の
公
園
広
場
か
ら
人
の
優
し
さ
や
思
い
や
り

の
風
が
吹
き
込
ん
で
く
る
は
ず
で
す
。

３
月
28
日
c
、
渋
谷
区
猿
額
町
で
「
大
地
の

芸
術
祭
　
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

２
０
０
０
」の
内
容
発
表
会
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
関
係

者
４
０
０
人
を
集
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
ま

で
に
も
、
有
楽
町
や
表
参
道
な
ど
で
大
々
的
に

発
表
会
を
し
て
き
て
お
り
、
今
回
で
５
回
目
に

な
り
ま
す
。

こ
の
中
で
、
在
京
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
こ
へ
び
隊
（
メ
ン
バ
ー
２
６
０
人
）
」
の

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
大
部
分
が
妻
有
郷

と
は
縁
の
な
か
っ
た
若
い
人
た
ち
で
す
が
、
国

際
的
な
芸
術
祭
で
あ
る
「
大
地
の
芸
術
祭
」
を

成
功
さ
せ
よ
う
と
い
う
熱
意
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
、
そ
の
ひ
た
む
き
な
言
葉
に
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。
会
場
は
盛
り
上
が
り
、
さ
な
が
ら

結
団
式
の
よ
う
で
し
た
。

４
月
７
日
f
〜
９
日
a
の
３
日
間
、
表
参
道

ネ
ス
パ
ス
で
庭
野
泰
明
氏
に
よ
る
「
染
色
・
染

め
絵
展
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
約
３
０
０
人
が

そ
の
美
し
さ
を
味
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

東京都練馬区桜台5-15-13（本町１上出身・63歳）

高　木　義
ぎ

平
へい

さん 故郷 ふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさと
$6

東
京
事
務
所

東
京
都
中
央
区
銀
座
４
の
10
の
12

銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
５
階

1
03-

３
５
４
６-
７
２
３
０（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

〒104-0061

ほ
く
ほ
く
線
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
誕
生

５
月
の
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

体
育
施
設
「
専
用
使
用
」
の

予
約
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集(

55
歳
以
上)

硬
式
テ
ニ
ス

基
本
講
習
会
（
室
内
）

市
民
テ
ニ
ス
指
導
会

「
大
地
の
芸
術
祭
」

東
京
発
表
会
に
４
０
０
人
が
参
加

ネ
ス
パ
ス
で
「
庭
野
泰
明
展
」

私がイタリアに住んでいたのは約10年前のことで

す。イタリアから見た当時の日本といえば、“サムラ

イ”“ハラキリ”など映画などで見た断片的な情報の

みでした。驚いたことに、日本が中国の一部であると

思っている人さえ多かったのです。

私たちから見たら“スパゲッティ”“ピッツァ”な

どグルメな国イタリアですが、ここ10数年、彼らは

食生活の中で健康を気づかうようになりました。「日

本人がいつまでも若々しく長寿なのは食事の内容に関

係がある」と一部の美容業界が興味を示し、コーヒー

に入れる砂糖や、野菜サラダにかけるオリーブオイル

の量を減らし始めたのは、私が在住中の出来事です。

そしてコマーシャルでも「かおり」という名の日本人

留学生が低脂肪のクリームチーズをおいしそうに食べ

る姿がしばしば流れていました。

それから時は過ぎ、ある新聞の特集欄で発表された

調査によると、昨年夏にイタリアで最も流
は

行
や

った食べ

物は寿
す

司
し

なのだそうです。10年前には「生の魚はいや

だ」という人が圧倒的に多かったのに、非常に驚くべ

き事実です。しかも以前はミラノかローマに行かなけ

れば手に入らなかった日本の食品も、今ではほかの多

くの街で購入できるようになったようです。海外旅行

で日本食が恋しくなる人にとってもうれしいニュース

ですね。 （文：姉妹都市協力員　当重茜さん）

イタリアから見た日本①



申
請
し
、
承
認
さ
れ
た
場
合
、
次

の
よ
う
な
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

■
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
　

年
金
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
　

要
な
期
間
に
参
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
承
認
さ
れ
た
期
間
中
に
、
病
気
や
　

ケ
ガ
で
、
亡
く
な
っ
た
り
障
害
が
　

残
っ
た
場
合
は
、
障
害
基
礎
年
金
　

等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
10
年
以
内
な
ら
追
納
で
き
ま
す
。

追
納
す
る
と
、
通
常
に
納
付
し
た
　

場
合
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

制
度
の
対
象
に
な
る
た
め
に
は
、

本
人
か
ら
の
申
請
が
必
要
で
す
。

■
対
象
者

大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
等

の
学
生（
夜
間
・
通
信
制
は
除
く
）

■
対
象
と
な
る
所
得
の
基
準

●
学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
、
68

万
円
（
収
入
で
１
３
３
万
円
）
以

下
の
場
合
。
た
だ
し
給
与
所
得
控

除
や
基
礎
控
除
以
外
の
税
控
除
が

あ
る
人
や
、
障
害
者
の
人
は
、
基

準
額
が
変
わ
り
ま
す
。

●
風
水
害
等
で
、
保
険
料
を
納
付
す
　

る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
。

■
手
続
き

●
年
金
手
帳
・
学
生
証
等
を
持
参
し
、

国
民
年
金
担
当
窓
口
で
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
前

年
に
所
得
が
あ
る
場
合
は
課
税
証

明
書
も
必
要
。

●
前
年
に
所
得
が
あ
る
人
で
、
今
年
　

に
な
っ
て
か
ら
当
市
に
転
入
さ
れ
　

た
場
合
は
、
12
年
１
月
１
日
に
住
　

所
の
あ
っ
た
市
町
村
長
の
11
年
度
　

課
税
証
明
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
国
民
年
金
　

係
（
内
線
１
５
１
）
へ
。
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３
月
議
会
で
十
日
町
市
の
介
護
保

険
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
、
介
護
保

険
と
そ
れ
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ

ー
や
、
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料

が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
高
齢
福
祉
施
策
と
の

違
い
や
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
次
の
日
程
で
地
区
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
、
ご
意
見
ご

要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
介
護
保

険
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
は
、
皆
さ
ん
の
声
で
つ

く
ら
れ
る
新
し
い
制
度
で
す
。
率
直

な
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
介
護
保
険
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
聞
な
ど
で

報
道
さ
れ
た
よ
う
に
、
一
部
地
域

で
は
混
乱
も
見
ら
れ
た
よ
う
で
す

が
、
十
日
町
市
で
は
順
調
な
ス
タ

ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
に
各
地
区
に
出
向
い
て
被

保
険
者
証
を
配
布
し
て
か
ら
は
、

認
定
申
請
件
数
や
申
請
に
つ
い
て

の
照
会
が
増
え
る
な
ど
、
制
度
が

少
し
ず
つ
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

４
／
１
介
護
保
険
ス
タ
ー
ト

地
区
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

皆
さ
ん
の
声
が
つ
く
る

介
護
保
険

地区説明会日程表 
時間：午後7時30分～9時 

※該当地区以外の会場でも結構です。 

期　日 該当地区 会　　場 

保健センター 

吉田公民館 

水沢公民館 

公民館本館 

川治公民館 

下条公民館 

情　報　館 

中条公民館 

吉　　　田 

水　　　沢 

十日町(東部) 

川治・六箇 

下　　　条 

十日町(西部) 

中　　　条 

十　日　町 
（中部・南部） 

【
特
例
制
度
の
取
扱
】

【
対
象
と
手
続
】

学
生
の
国
民
年
金
保
険
料

納
付
特
例
制
度
が
ス
タ
ー
ト

無
農
薬
有
機
農
業
の
実
践
者
で
、

歌
手
加
藤
登
紀
子
さ
ん
の
夫
で
あ
る

藤
本
敏
夫
氏
を
講
師
に
迎
え
ま
す
。

■
日
時
＝
５
月
４
日（
国
民
の
休
日
）

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
■
会
場
＝
飛

渡
第
二
小
学
校
枯
木
又
分
校
体
育
館

■
講
師
＝
藤
本
敏
夫
氏
（
鴨
川
自
然

王
国
代
表
）
■
演
題
＝
「
生
命
産
業

と
し
て
の
21
世
紀
日
本
農
業
」
■
入

場
料
＝
無
料
■
主
催
＝
枯
木
又
エ

コ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
会
■
問
合

せ
＝
山
田
栄
（
1
59
│
２
３
１
７
）
へ
。

新
潟
県
野
鳥
愛
護
会
設
立
50
周
年

を
記
念
し
、
県
下
34
か
所
で
探
鳥
会

を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
５
月
14
日

a
午
前
７
時
〜
９
時
（
小
雨
決
行
）

■
市
内
会
場
＝
中
条
交
通
公
園
周
辺

（
集
合
は
中
条
交
通
公
園
・
事
前
申

込
不
要
）
■
対
象
＝
小
学
校
高
学
年

以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
の
こ

と
）
■
参
加
費
＝
無
料
■
問
合
せ
＝

小
林
孝
行
（
1
57
│
１
５
６
５
）
へ
。

き
も
の
の
魅
力
に
つ
い
て
の
講
演

と
、
ハ
ー
プ
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
■
日
時
＝
５
月
14
日
a
午
後

２
時
〜
４
時
■
場
所
＝
ク
ロ
ス
10
■

講
師
＝
山
崎
桃
麿
氏
（
染
色
作
家
）

※
友
情
出
演：
小
倉
知
香
子
氏
（
ハ

ー
ピ
ス
ト
）
■
会
費
＝
無
料
■
そ
の

他
＝
当
日
は
で
き
る
だ
け
、
き
も
の

ま
た
は
作
務
衣
で
ご
来
場
願
い
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
田
村
孝
（
1
57
│
３
１

８
３
）
へ
。

ジ
ャ
ズ
の
基
本
、
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ

に
よ
る
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。
■

日
時
＝
５
月
18
日
e
午
後
７
時
〜

（
６
時
30
分
開
場
）
■
場
所
＝
ク
ロ

ス
10
■
出
演
＝
辛
島
文
雄（
ピ
ア
ノ
）

井
上
陽
介
（
ベ
ー
ス
）
奥
平
真
吾

（
ド
ラ
ム
ス
）
■
入
場
料
＝
３
千
５

百
円
（
全
席
自
由
・
フ
リ
ー
ド
リ
ン

ク
）
■
定
員
＝
２
５
０
人
■
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
＝
ハ
ロ
ー
ホ
リ
デ
ー
・
ク
ロ

ス
10
■
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ホ
リ
デ
ー

（
1
52
│
３
６
０
８
）
へ
。

お
子
さ
ん
と
遊
び
に
来
ま
せ
ん

か
。子
育
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■
日
時
＝
５
月
11
日
e
・
18
日
e
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
■
場
所
＝

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
■
問
合
せ
＝

健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係
（
内
線
１

３
１
）
へ
。

親
と
子
（
３
歳
未
満
児
）
の
ふ
れ

合
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
■
日

時
＝
５
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・
23

日
の
各
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
■

場
所
＝
市
民
体
育
館
※
23
日
は
「
春

の
遠
足
」
（
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
・

晴
天
時
）
を
予
定
■
申
込
み
＝
公
民

館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）
へ
。

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
礎
を
紹
介
し

ま
す
。
■
期
日
＝
①
５
月
18
日
e
〜

19
日
f
②
５
月
23
日
c
〜
24
日
d
③

６
月
14
日
d
〜
15
日
e
④
６
月
22
日

e
〜
23
日
f
⑤
７
月
11
日
c
〜
12
日

国
民
年
金
は
職
業
や
収
入
に
関
係
な
く
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
学
生
は
一
般
的
に

所
得
が
な
く
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

こ
の
た
め
、
今
年
４
月
か
ら
学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
は

「
学
生
期
間
中
は
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
必
要
と
し
な
い
」
こ
と
と

し
た
『
学
生
の
国
民
年
金
保
険
料
納
付
特
例
制
度
』
が
で
き
ま
し
た
。

d
⑥
７
月
27
日
e
〜
28
日
f
■
時

間
＝
①
④
⑥
は
午
後
７
時
〜
９
時
、

②
③
⑤
は
午
後
２
時
〜
４
時
■
定

員
＝
各
回
12
人
■
会
場
＝
十
日
町
情

報
館
■
受
講
料
＝
５
５
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）
■
申
込
み
＝
十
日
町
情
報

館
（
1
50
│
５
１
０
０
）
へ
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
を
楽
し

く
紹
介
し
ま
す
。
■
期
日
＝
①
５
月

17
日
d

②
23
日
c
③
28
日
a

④
６

月
３
日
g

⑤
13
日
c

⑥
22
日
e

⑦
７
月
６
日
e

⑧
11
日
c

⑨
21
日

f
■
時
間
＝
①
③
④
⑥
⑦
⑨
は
午
後

２
時
〜
５
時
、
②
⑤
⑧
は
午
後
７
時

〜
10
時
■
定
員
＝
各
回
12
人
■
会

場
＝
十
日
町
情
報
館
■
受
講
料
＝
無

料
■
申
込
み
＝
十
日
町
情
報
館
へ
。

日
本
語
を
外
国
人
に
教
え
る
た
め

の
入
門
講
座
（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）
■

日
時
＝
５
月
20
日
・
27
日
・
６
月
10

日
・
24
日
の
各
土
曜
日
午
後
２
時
〜

４
時
30
分
■
会
場
＝
国
際
大
学
（
大

和
町
）
■
定
員
＝
約
20
人
（
先
着
順
）

■
講
師
＝
国
際
大
学
日
本
語
教
師
■

受
講
料
＝
５
百
円
／
回
■
申
込
み
・

問
合
せ
＝
国
際
大
学
中
嶋
（
1
０
２

５
７
│
79
│
１
４
９
８
）
へ
。

■
期
間
＝
５
〜
７
月
・
９
〜
10
月
の

毎
月
第
三
木
曜
日(

計
５
回

、
う
ち

２
回
が
夜
間)

※
初
回
は
５
月
18
日

e
午
前
９
時
30
分
〜
東
北
電
力
1
十

日
町
営
業
所
に
て
■
内
容
＝
電
気
教

室
、
施
設
見
学
、
料
理
実
習
ほ
か
■

受
講
料=

2
千
円
■
定
員
＝
20
人
■

申
込
み
＝
５
月
17
日
d
ま
で
に
東
北

電
力
1
十
日
町
営
業
所(

1
52
│
３

１
０
７)

へ
。

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

d
で
す
。期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
・
相
談
窓
口
＝
十
日
町
財

務
事
務
所
収
税
課
（
1
57
│
５
５
１

３
）
へ
。

新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六
日
町
事

務
所
で
は
、
年
金
や
健
康
保
険
に
つ

い
て
の
無
料
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
■
日
時
＝
原
則
毎
月
第
２
・

第
４
木
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
３
時
■
場
所
＝
ク
ロ
ス
10

■
問
合
せ
＝
新
潟
社
会
保
険
事
務
局

六
日
町
事
務
所
（
1
０
２
５
７
│
70

│
２
２
１
１
）
へ
。

初
心
者
は
も
ち
ろ
ん
、
再
び
テ
ニ

ス
を
始
め
て
み
た
い
人
も
大
歓
迎
！

■
期
日
（
第
一
期
）
＝
５
月
か
ら
７

月
ま
で
の
第
１
・
第
２
・
第
３
水
曜

日
■
時
間
＝
午
前
10
時
〜
正
午
■
場

所
＝
総
合
体
育
館
■
指
導
者
＝
井
口

勝
夫
プ
ロ
（
ア
ピ
ア
イ
ン
ド
ア
テ
ニ

ス
ス
ク
ー
ル
校
長
）
■
定
員
＝
先
着

25
人
■
レ
ッ
ス
ン
料
＝
月
３
千
円
＋

申
込
時
２
千
円
■
申
込
み
・
問
合

せ
＝
５
月
10
日
d
ま
で
に
庭
野
智
子

（
1
52
│
２
７
１
１
）
へ
。

サ
ッ
カ
ー
の
上
達
を
め
ざ
す
中
学

生
を
募
集
中
■
日
時
＝
毎
週
火
・

木
・
土
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
■
場

所
＝
火
曜
日：

川
治
小
学
校
、
木
曜

日：

水
沢
中
学
校
、
土
曜
日：

練
習

ガイド
催し

環
境
と
生
命
を
語
る

県
下
一
斉
探
鳥
会

き
も
の
の
集
い

15
周
年
記
念
講
演
会

第
45
回
ジ
ャ
ズ
共
和
国

国
会
ラ
イ
ブ

お
も
ち
ゃ
図
書
館

講座
は
じ
め
て
の

マ
ウ
ス
＆
キ
ー
ボ
ー
ド

は
じ
め
て
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

日
本
語
教
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

な
る
ほ
ど
!!
電
気
教
室

税
自
動
車
税
は
５
月
31
日

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

年金
定
例
社
会
保
険
相
談
所

スポーツ
硬
式
テ
ニ
ス

レ
デ
ィ
ー
ス
講
習
会

魚
沼
F
C
ア
ル
テ
ィ
ス
タ

参
加
者
募
集

暮らしのガイド*市役所157－3111 暮らしのガイド*市役所157－3111

５
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
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むし歯のないよい歯の子
３月の３歳児健診を受けた子27人

よい歯の子 住 所　　保護者

（上川町）

（吉田山谷）

（新宮１）

（田麦）

（川治内後）

（伊達４）

（南新田町3）

（新光寺）

（山本２）

（笹之沢）

（西本町２）

（中村）

義 則

幹 夫

伸 一

進

清 志

幸 一

信 之

俊
よし

昇
のり

雄 三

勇 一

健 一

芳 信

山 本 明
あか

莉
り

柳　あずさ

大 津 瞳
とう

子
こ

福 崎 優 衣

田 高 瑞 樹

市 村 　 望

月 岡 日
ひ

和
より

佐 藤 壮
あき

人
と

大津健太郎

服 部 麻 衣

林 　 綺
あや

華
か

涌 井 美 希

5 月 の 相 談 日

◎高齢者職業相談
毎週月～金曜日

午前９時～午後４時

会場：高齢者職業相談室

◎定例行政相談
12日F

午前10時～午後３時

◎法律相談
電話で市民生活課(内150)
へ要予約

11日E

倉重安雄弁護士

25日E

桜井陽一弁護士

午後１時30分～午後４時

※会場：いずれも市民相談室

◎健康相談　保健婦による相談
期日 会　　　場 時　　間

1・8・15・
22・29日B 保 健 セ ン タ ー 午前９時～11時30分

９日C

新座コミュニティセンター 午前９時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後１時30分～４時

川 治 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 和 会 館 午後１時30分～４時

18日E

就 業 改 善 セ ン タ ー 午前９時～11時30分

吉 田 山 谷 集 会 所 午後１時30分～４時

飛 渡 地 区 公 民 館 午前９時30分～11時30分

19日F

羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

平 成 園 午後１時30分～４時

26日F

中 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 原 集 落 セ ン タ ー 午後１時30分～４時

下 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

上 新 田 公 民 館 午後１時30分～４時

※健康手帳のある人はご持参ください。

５月の乳幼児健康診査と休日救急医　　　 健康福祉課 157-3111

乳幼児健康診査 会場
保健センター

q１歳６か月児、３歳児健診は歯科検診あり。
w４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

e３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

休　日　救　急　医

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

11日
e

午後１時
～１時45分

８年11月
生まれの幼児

１歳６か月児
健 診

17日
d

午後１時
～１時45分

10年11月
生まれの幼児

４か月児健診
24日
d

午後１時
～１時30分

16日
c

午前９時
～９時50分

12年１月
生まれの幼児

9年10・11月
生まれの幼児

２歳６か月児
身 体 測 定

10 か 月 児
身 体 測 定

24日
d

午前９時15分
～10時

11年７月
生まれの幼児

〔

〔

期日 医療機関名 （住所） 電話番号 

３日-

４日-

５日-

７日a

14日a

21日a

28日a

第二藤巻医院 

庭　野　医　院 

田中外科医院 

大　島　医　院 

中　条　病　院 

大　坪　医　院 

た か き 医 院 

上　村　病　院 

本町クリニック 

（川西町） 

（寿町４） 

（田中町本通り） 

（川原町） 

（北原） 

（四日町新田２） 

（土市５） 

（中里村） 

（本町３） 

68-2018 

52-2711 

52-2403 

52-2957 

57-3018 

57-6100 

58-2361 

63-2111 

50-1160

試
合
の
た
め
変
動
的
■
参
加
費
＝
月

３
千
円
＋
入
会
費
１
万
５
千
円
（
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
代
等
含
む
）
■
申
込

み
＝
５
月
31
日
d
ま
で
に
渡
辺
（
1

０
９
０
│
２
８
４
５
│
７
５
４
３
）

へ
。12

年
度
の
労
働
保
険
料
（
労
働
保

険
・
雇
用
保
険
）
の
申
告
納
付
期
限

は
５
月
22
日
b
で
す
。
期
限
内
に
正

し
く
申
告
・
納
付
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
労
働
保
険
事
務
組
合
に
事
務
を

委
託
し
て
い
る
事
業
主
は
、
事
務
組

合
が
指
定
す
る
日
ま
で
に
手
続
き
を

完
了
し
て
く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝

十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
（
1
57
│

２
４
０
７
）
ま
た
は
十
日
町
労
働
基

準
監
督
署
（
1
52
│
２
０
７
９
）
へ
。

開
館
日
と
団
体
割
引
人
数
が
４
月

か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。
■
開
館
日

時
＝
毎
週
金
・
土
・
日
曜
日
、
祝
日

の
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
■
入
館

料
＝
学
生
無
料
、
個
人
２
百
円
、
団

体
（
10
人
以
上
で
一
人
に
つ
き
）
１

５
０
円
※
前
日
ま
で
の
団
体
申
込
に

は
希
望
日
時
に
開
館
し
ま
す
。
■
問

合
せ
＝
十
日
町
き
も
の
歴
史
館
事
務

局
（
1
52
│
５
７
１
１
）
へ
。

■
場
所
＝
Ｊ
Ａ
車
両
セ
ン
タ
ー
様
対

向
（
絹
撚
跡
地
）
■
期
間
＝
５
月
１

日
b
〜
11
月
30
日
e
■
料
金
＝
１
万

５
千
百
円
（
前
納
、
税
・
印
紙
代
含
）

■
受
付
台
数
＝
先
着
60
台
■
申
込

み
＝
４
月
25
日
c
か
ら
ク
ロ
ス
10

（
本
町
６
│
３
1
57
│
２
３
２
３
）
へ
。

機
構
改
革
に
と
も
な
い
、
県
の
女

性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
（
最
寄
り
は

長
岡
市
役
所
内
の
中
越
地
区
女
性
就

業
援
助
相
談
室
）
が
３
月
末
で
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
４
月
か
ら
、
業
務
は

男
女
の
別
な
く
、
長
岡
公
共
職
業
安

定
所
と
長
岡
パ
ー
ト
バ
ン
ク
に
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
長

岡
公
共
職
業
安
定
所
（
1
０
２
５
８

│
32
│
１
１
８
１
）
へ
。

【
熊
に
遭
わ
な
い
た
め
に
】
熊
鈴
や

ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
す
る
も
の
を
携
帯

し
人
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
の
入
山
は
危
険
で
す
。
【
熊

に
遭
遇
し
た
ら
】
大
声
を
出
し
た
り

し
て
、
む
や
み
に
熊
を
刺
激
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
■
問
合
せ
＝

農
林
課
林
政
農
災
係（
内
線
３
３
４
）

へ
。春

は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起

き
や
す
い
季
節
で
す
。
た
ば
こ
や
た

き
火
の
不
始
末
に
よ
る
山
火
事
を
は

じ
め
、
日
常
生
活
で
も
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
４

日
-
■
総
合
体
育
館
＝
５
月
２
日

c
・
16
日
c
・
30
日
c
■
博
物
館
＝

５
月
８
日
b
・
15
日
b
・
22
日
b
・

29
日
b
■
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
・

４
月
28
日
f
・
29
日
-
・
５
月
３
日
-
・

６
日
g
・
31
日
d
■
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
＝
毎
週
日
曜
日
、
４
月
29
日

-
・
５
月
３
日
-
・
４
日
-
・
５
日
-

霧
谷
埋
立
地
を
５
月
８
日
b
か
ら

開
場
し
ま
す
。
■
搬
入
路
＝
川
西
町

道
田
中
藤
沢
線
と
県
道
十
日
町
川
西

線
が
利
用
で
き
ま
す
。
※
国
道
２
５

２
号
越
ケ
沢
ト
ン
ネ
ル
（
中
仙
田
）

〜
林
道
経
由
は
、
今
年
度
は
工
事
中

の
た
め
全
面
交
通
止
め
で
す
。
■
お

願
い
＝
霧
谷
処
分
場
は
一
般
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
で
す
。
可
燃
物
や
産

業
廃
棄
物
は
絶
対
に
持
ち
込
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
十
日
町

地
域
衛
生
施
設
組
合
（
1
52
│
３
９

２
４
）
へ
。

■
対
象
と
な
る
子
＝
①
５
月
１
日
現

在
、
生
後
３
か
月
〜
接
種
日
（
判

定
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）
現
在
、
４
歳
６
か
月

未
満
の
子
。
②
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
の
判
定
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
対

象
に
な
っ
た
が
未
接
種
の
子
。
③
平

成
11
年
８
月
２
日
〜
12
年
２
月
１
日

に
生
ま
れ
た
子
に
は
個
別
通
知
を
し

ま
す
。

■
接
種
の
方
法
＝
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
を
行
い
、
48
時
間
後
に
判
定

し
、
陰
性
（
長
径
９
ミ
リ
以
下
）
の

子
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
い
ま
す
。

■
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
子
＝
①
ポ

リ
オ
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
接
種
後
４

週
間
を
経
過
し
な
い
子
②
体
に
広
く

湿
し
ん
の
あ
る
子
③
発
熱
を
し
て
い

る
子
④
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
接
種
し
た
子
。

■
注
意
事
項
＝
「
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
」
を
必
ず
読
ん
で
き
て
く

だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

（
忘
れ
る
と
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
）、
体
温
計

■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防

係
（
内
線
１
４
１
）
へ
。

十
日
町
保
健
所
で
は
、
育
児
や
健

康
・
疾
病
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
■

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
（
祝
祭
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）
■
従
事
者
＝
医
師
、
保
健

婦
、
看
護
婦
、
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
、
管
理
栄
養
士
ほ
か
■
相
談
方

法
＝
来
所
ま
た
は
電
話
（
1
52
│
６

０
１
５
）
に
よ
る
。

３
日
d
（
終
日
）
商
工
福
祉
会
館

25
日
e
（
※
１
）
1
協
立
ハ
イ
パ
ー
ツ

（
※
２
）
Ｊ
Ａ
十
日
町
本
所

■
受
付
時
間
＝
終
日：

午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
、

※
１：

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
、
※
２：

午
後
１
時
〜
３
時
■
問

合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

（
内
線
１
４
１
）
へ
。

その他
労
働
保
険
料
の

申
告
・
納
付
は
お
早
め
に

十
日
町
き
も
の
歴
史
館
の

開
館
日
が
変
わ
り
ま
し
た

ク
ロ
ス
10
駐
車
場
受
付

女
性
就
業
援
助

セ
ン
タ
ー
の
機
構
改
革

ク
マ
に
注
意
！

火
災
に
注
意
！

連
休
・
５
月
の
休
館
日

環境
霧
谷
埋
立
処
分
場
開
場

と
持
ち
込
み
ご
み
に
つ

い
て
の
お
願
い

予防
接種

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

保
健
所
健
康
相
談

5月の
献血

全
血
献
血

日　程　表 

■受付時間＝午後1時30分～2時15分(時間厳守) 
■会場＝保健センター 

地　　　区 
期　　　日 

川治・六箇・水沢 

十　　日　　町 

中条・下条・吉田 

ツベルクリン接種 判定・BCG

５月23日c 

５月30日c 

５月31日d

５月25日e 

６月１日e 

６月２日f

保健
福祉

暮らしのガイド*市役所157－3111 暮らしのガイド*市役所157－3111
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市の花

「山つつじ」

市の木

「きり」

■発行/十日町市役所 〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地 TEL0257-57-3111 FAX52-4635
E mail  info@city.tokamachi.niigata.jp URL http://www.city.tokamachi.niigata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

ち
ょ
っ
ぴ
り
大
き
な
ピ
カ
ピ
カ
の

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
元
気
な
１

年
生
が
校
門
を
く
ぐ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
日
は
待
ち
に
待
っ
た
入
学
式
。

馬
場
小
学
校
に
14
人
の
新
し
い
友
だ

ち
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

１
年
生
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
気
味

で
す
が
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
は

に
こ
に
こ
顔
、
い
よ
い
よ
入
学
式
が

始
ま
り
ま
す
。

２
年
生
か
ら
６
年
生
の
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
、
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ

ん
の
温
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
て
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
入
場
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
、
「
は
い
っ
」
と
い
う
大
き
な
返

事
が
で
き
ま
し
た
。
も
う
立
派
な
１

年
生
で
す
。

き
ら
き
ら
か
が
や
く
瞳
は
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
へ
の
期
待
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
な
、
益
々
楽
し
い
学
校

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
か
ら
、
馬
場
小
学
校
の
１
年

生
で
す
。

<49

高
　
野
　
千
　
紘
さ
ん
　
１
９
８
０
年
生

市
役
所
臨
時
職
員
・
20
歳

今
年
の
春
、
短
大
を
卒
業
し
、

十
日
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
市
役
所
の
介
護
保

険
課
で
臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。
職
場
の
皆
さ
ん
は
明

る
く
親
切
で
す
の
で
、
楽
し
く
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

地
元
を
離
れ
て
、
２
年
間
の
学

生
生
活
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

家
族
や
友
だ
ち
な
ど
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
大
変
貴
重
な
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
得
た
も
の
は
何
に
も
代
え

難
い
、
私
の
宝
物
で
す
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
十
日
町
の
良
さ
も
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。

最
近
は
、
時
間
を
見
つ
け
て
は

お
菓
子
づ
く
り
や
、
晴
れ
た
日
の

ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

将
来
は
、
十
日
町
で
幸
せ
な
結
婚

を
し
、
子
ど
も
を
産
ん
で
温
か
い

家
庭
を
築
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
「
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ

り
」
に
選
ば
れ
、
十
日
町
の
親
善

大
使
と
い
う
大
き
な
役
目
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
十
日
町
市
を
沢
山

の
人
に
Ｐ
Ｒ
し
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
十
日
町
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も

ら
い
、
そ
し
て
、
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

今日から一年生

馬場小学校

61

4月10日号から「市報とおかまち」を
ホームページで公開

カラー表示された市報をホームペ
ージでご覧ください。また、市民の
皆さんから市外の親戚や友人などへ、
情報発信をお願いします。
URL http://www.city.tokamachi.niigata.jp


